
長
の
訓
辞
を
聴
講
し
、
基
礎
訓
練
を
受
け
た
の
ち
、
満
州
大
陸

の
饒
河
に
着
い
た
。
広
漠
た
る
大
平
原
に
驚
喜
し
な
が
ら
、
作

業
、
訓
練
、
学
科
な
ど
、
厳
し
さ
の
中
に
同
志
愛
の
深
さ
に
感

動
し
な
が
ら
の
日
常
で
あ
っ
た
。
義
勇
隊
の
訓
練
を
完
了
後
、

現
地
調
査
し
た
結
果
、
湯
原
県
晨
明
地
区
に
入
植
と
な
っ
た
。

昭
和
十
五
年
五
月
、
井
上
氏
は
警
備
兵
器
弾
薬
の
責
任
者
で
あ

り
な
が
ら
、
農
産
加
工
と
製
材
の
両
主
任
兼
務
の
大
わ
ら
わ
の

多
忙
を
き
わ
め
て
い
た
。
昭
和
二
十
年
五
月
、
現
地
召
集
を
受

け
、
八
面
通
の
工
兵
第
八
三
部
隊
に
入
隊
と
な
る
。
八
月
に
は

本
渓
湖
の
部
隊
に
転
属
と
な
っ
て
陸
軍
一
等
兵
に
進
級
し
て
欣

喜
雀
躍
し
た
。
八
月
十
五
日
終
戦
と
な
り
部
隊
は
解
散
と
な
っ

た
。井

上
氏
は
ソ
連
軍
は
必
ず
日
本
軍
人
を
捕
虜
に
す
る
と
の
予

見
か
ら
、
同
志
六
人
と
と
も
に
脱
走
を
図
り
新
京
に
入
っ
た
。

そ
こ
で
晨
明
開
拓
団
の
人
た
ち
と
涙
の
再
会
を
し
た
。
樺
陽
の

団
員
を
含
め
て
八
十
四
人
、

生
死
を
と
も
に
共
同
生
活
を
し
て
、

井
上
氏
の
才
覚
で
一
人
の
凍
傷
も
な
く
越
冬
で
き
た
。
新
京
市

千
早
町
菊
水
第
六
班
第
七
組
長
、

八
十
数
人
の
責
任
者
と
し
て
、

昭
和
二
十
一
年
六
月
引
揚
げ
準
備
を
整
え
、
帰
国
し
、
感
謝
さ

れ
喜
ば
れ
た
。

故
郷
に
着
い
た
井
上
氏
は
、
自
分
一
人
で
山
を
調
査
し
て
開

墾
申
請
を
出
し
、
バ
ラ
ッ
ク
の
家
を
建
て
て
荒
地
を
開
墾
し
、

水
田
を
作
り
畑
か
ら
野
菜
を
採
り
、
親
子
三
人
で
ラ
ン
プ
生
活

を
送
り
、
正
に
臥
薪
嘗
胆
が
続
い
た
が
、
努
力
精
進
の
結
果
、

引
き
揚
げ
て
か
ら
五
十
年
目
で
、
土
地
を
得
て
住
宅
を
建
て
、

水
田
、
畑
地
に
、
牛
を
飼
育
し
、
野
菜
の
売
上
げ
だ
け
で
も
年

間
八
十
万
円
を
得
る
農
家
と
な
っ
た
。

満
州
で
亡
く
な
っ
た
方
々
へ
の
供
養
に
と
、
寺
の
禅
師
の
弟

子
と
な
っ
て
、
お
務
め
し
て
い
る
井
上
隆
氏
で
あ
る
。

（(

社)

引
揚
者
団
体
全
国
連
合
会

副
理
事
長
　
結
城
吉
之
助
）

妻
と
拓
友
の
冥
福
を
祈
る
　 

山
形
県
　
佐
藤
末
児
　 

私
は
明
治
生
ま
れ
の
八
十
六
歳
に
な
り
、
心
身
共
に
老
化
を

自
覚
す
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。
小
学
校
を
出
て
か
ら
、
根
っ
か
ら



の
百
姓
、
戦
前
戦
後
を
通
し
て
の
開
拓
一
途
の
人
生
で
し
た
。

小
学
校
当
時
の
大
正
十
年
ご
ろ
は
第
一
次
世
界
大
戦
も
終
わ

り
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
す
べ
て
世
の
中
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
例
え
ば
、
第
一
に
私
の
生
ま
れ
た
山
間
の
農
村
に
電

灯
が
つ
い
た
り
、
ゴ
ム
靴
が
履
け
た
の
を
、
今
も
思
い
出
す
が
、

電
球
は
キ
ュ
ー
ピ
ー
の
頭
の
よ
う
な
形
を
し
た
豆
電
球
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
石
油
ラ
ン
プ
を
使
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
学
校

か
ら
帰
る
と
ラ
ン
プ
の
掃
除
を
し
石
油
を
入
れ
て
お
く
こ
と
が

毎
日
の
日
課
で
し
た
。
初
め
て
ゴ
ム
靴
を
買
っ
て
嬉
し
か
っ
た

こ
と
、
そ
れ
ま
で
は
履
物
は
藁
草
履
か
下
駄
で
通
っ
た
時
代
で

し
た
。
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
の
田
ん
ぼ
は
夏
冬
通
し
て
一
年
中
水

を
入
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
春
に
な
り
田
ん
ぼ
の
雪
が
消
え

る
と
、
タ
ニ
シ
、
メ
ダ
カ
、
ド
ジ
ョ
ッ
コ
、
フ
ナ
ッ
コ
な
ど
た

く
さ
ん
お
り
、
学
校
か
ら
帰
る
と
友
達
と
一
緒
に
タ
ニ
シ
や
フ

ナ
ッ
コ
取
り
、
夏
に
は
川
に
カ
ヂ
カ
と
り
、
水
泳
ぎ
、
秋
に
は

栗
拾
い
、
ア
ケ
ビ
、
山
ぶ
ど
う
採
り
と
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

昭
和
七
年
、
国
策
移
民
の
第
一
陣
と
し
て
渡
満
し
た
。
東
京

出
発
は
十
月
三
日
、
途
中
、
四
日
は
伊
勢
神
宮
参
拝
、
五
日
、

神
戸
港
か
ら
大
阪
商
船
バ
イ
カ
ル
丸
に
乗
船
、
八
日
、
大
連
港

上
陸
、
奉
天
に
向
か
う
。
奉
天
北
大
営
日
本
国
民
高
等
学
校
へ

二
泊
、
こ
こ
で
既
に
訓
練
を
受
け
て
い
た
七
十
人
（
内
十
人
先

発
）
と
と
も
に
、
十
日
夜
奉
天
よ
り
出
発
、
十
一
日
ハ
ル
ビ
ン

着
、
十
三
日
、
松
花
江
下
航
、
十
四
日
、
午
後
五
時
佳
木
斯
到

着
、
同
夜
、
佳
木
斯
は
匪
襲
激
戦
の
た
め
船
内
一
泊
、
十
五
日
、

午
前
八
時
上
陸
、
佳
木
斯
に
第
一
歩
を
記
し
た
。
佳
木
斯
に
は

松
江
の
歩
兵
六
十
三
連
隊
の
二
個
中
隊
が
守
備
に
つ
い
て
い
た

が
、
私
た
ち
が
上
陸
後
は
開
拓
団
と
共
同
で
守
備
。
六
十
三
連

隊
の
現
役
兵
は
匪
賊
の
討
伐
に
出
て
、
街
の
守
備
の
方
は
主
と

し
て
私
た
ち
開
拓
団
で
受
け
持
ち
な
が
ら
、
現
地
入
植
後
の
農

具
の
調
整
を
し
つ
つ
昭
和
八
年
を
迎
え
た
。

二
月
十
一
日
の
紀
元
節
に
先
遣
隊
百
五
十
人
は
、
佳
木
斯
東

方
約
六
十
キ
ロ
の
永
豊
鎮
に
入
植
。
直
ち
に
付
近
に
集
結
す
る

匪
賊
と
交
戦
、
こ
れ
を
撃
退
し
、
そ
の
戦
闘
で
福
島
小
隊
の
渡

部
熊
治
君
戦
死
す
。
こ
れ
が
私
た
ち
移
民
最
初
の
戦
死
者
と
な

る
。
四
月
一
日
に
は
佳
木
斯
に
残
留
し
て
い
た
本
隊
も
、
永
豊

鎮
に
入
植
し
入
植
完
了
と
な
る
。
十
一
月
か
ら
二
月
中
ご
ろ
ま

で
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
も
凍
っ
た
土
も
、
春
の
暖
か
さ
で
一
日
一

日
と
溶
け
始
め
、
佳
木
斯
滞
在
中
に
準
備
し
て
い
た
農
機
具



（
満
州
在
来
式
リ
ー
ジ
ャ
ン
）
の
試
運
転
を
始
め
農
耕
班
、
加

工
班
（
味
■
、
し
ょ
う
油
）

、
建
築
班
、
蔬
菜
班
、
水
田
班
、

伐
採
班
、
運
材
班
、
製
材
班
、
石
工
班
と
い
ろ
い
ろ
手
分
け
し
、

各
小
隊
か
ら
二
、
三
人
ず
つ
出
て
班
を
作
り
、
作
業
に
と
り
か

か
る
こ
と
に
な
る
。
私
は
運
材
班
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

十
年
ご
ろ
ま
で
に
最
低
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
進
め
な
け
れ
ば
、

内
地
か
ら
の
家
族
召
致
が
で
き
な
い
の
で
、
み
ん
な
真
剣
に
な

る
。
早
く
花
嫁
の
顔
を
見
た
い
の
で
あ
る
。

運
材
班
に
は
、
宮
城
の
武
藤
春
雄
、
大
泉
光
重
郎
、
早
坂
辰

治
、
新
潟
の
吉
原
浅
治
、
群
馬
の
白
石
伊
八
、
原
田
時
次
郎
、

山
形
の
庄
司
晴
吉
、
栃
木
の
川
島
辰
雄
君
が
い
た
。
老
平
崗
の

現
住
民
の
山
小
屋
の
廃
屋
を
修
理
し
、
十
数
人
で
一
年
半
あ
ま

り
生
活
を
共
に
し
た
。
屋
根
が
低
い
の
で
着
替
え
る
と
き
、
頭

が
つ
か
え
る
の
で
苦
労
し
た
。
早
坂
君
と
川
島
君
の
ほ
か
は
み

ん
な
二
十
四
、
五
歳
な
の
で
、
元
気
で
働
い
た
こ
と
は
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
み
ん
な
剛
力
ぞ
ろ
い
で
、
六
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
ド
ロ
の
木
の
梁
を
二
人
で
、
二
・
三
百
メ
ー
ト
ル

も
運
び
出
し
、
だ
れ
一
人
と
し
て
弱
音
を
吐
く
人
が
な
く
、
頑

張
り
ま
し
た
。
野
鹿
、
兎
、
小
川
に
は
小
魚
、
山
に
は
山
菜
・

山
ぶ
ど
う
も
多
く
、
食
卓
を
に
ぎ
わ
せ
た
そ
の
こ
ろ
、
内
地
か

ら
視
察
団
が
訪
れ
た
の
で
、
き
の
こ
鍋
と
肉
の
煮
込
み
を
ご
ち

そ
う
し
た
ら
、
北
満
に
来
て
こ
ん
な
食
事
を
い
た
だ
く
と
は
思

わ
な
か
っ
た
と
大
喜
び
。
お
み
や
げ
に
〝
平
た
け
や
　
山
々
伯

の
馳
走
ぶ
り
〟
と
一
句
を
残
し
て
帰
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

あ
る
時
、
本
部
に
連
絡
に
行
っ
て
帰
っ
て
き
た
が
、
あ
い
に

く
御
飯
が
な
か
っ
た
の
で
、
小
屋
の
軒
下
で
飯
ご
う
で
御
飯
を

炊
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
小
屋
の
屋
根
に
飛
び
火
し
、
消
す
水
が

近
く
に
な
く
、
軒
下
に
作
っ
て
い
た
大
が
め
の
ぶ
ど
う
液
で
消

し
止
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
共
同
作
業
・
共
同
生
活

を
一
年
余
り
続
け
た
が
、
そ
の
間
、
幸
い
に
も
私
た
ち
の
伐
採
、

運
材
班
に
は
匪
賊
の
出
現
も
な
く
、
作
業
事
故
も
出
さ
ず
に
小

隊
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

小
隊
で
は
各
小
隊
ご
と
分
散
入
植
し
、
共
同
家
屋
を
は
じ
め
、

続
い
て
一
棟
四
家
族
入
居
の
住
宅
建
設
を
進
め
、
徐
々
で
は
あ

る
が
、
花
嫁
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
十
年
ご
ろ
に
な
る
と
各
小
隊
で
も
個
人
住
宅
も
出
来
上

り
、
家
族
や
花
嫁
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
小
隊
か
ら
代
表
し

て
出
身
県
の
方
へ
迎
え
に
出
掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
の
小



隊
で
は
天
童
出
身
の
菊
地
菊
次
郎
君
が
山
形
の
方
へ
花
嫁
を
迎

え
に
九
日
ご
ろ
出
発
し
た
。
私
も
菊
地
君
に
託
し
た
の
で
、
十

日
に
嫁
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
全
く
見
知
ら
ぬ
人
に
写
真

一
枚
を
頼
り
に
き
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
昭
和
二
十

年
七
月
ま
で
の
十
年
間
生
活
を
共
に
し
た
。
そ
の
間
、
子
供
四

人
を
得
て
我
が
人
生
一
番
幸
せ
な
時
代
で
あ
っ
た
。
一
方
、
昭

和
十
二
年
に
始
ま
っ
た
支
那
事
変
も
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、

太
平
洋
戦
争
へ
と
発
展
し
、
我
々
開
拓
団
に
も
十
八
年
こ
ろ
よ

り
、
臨
時
召
集
が
出
始
め
た
。

ま
た
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
治
安
も
良
く
な
り
開
拓
事
業
の

方
も
予
想
以
上
に
進
み
、
北
海
道
か
ら
営
農
指
導
員
を
招
き
、

向
陽
山
に
は
指
導
農
場
を
設
け
、
プ
ラ
ウ
農
法
を
導
入
、
実
績

は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
土
地
も
一
戸
当
り
二
十
町
歩
の

配
分
を
終
了
。
人
口
も
一
戸
当
り
子
供
三
人
か
ら
四
人
を
も
う

け
、
家
族
合
計
六
人
近
く
ま
で
に
な
り
、
小
学
校
入
学
児
童
も

昭
和
十
八
年
こ
ろ
か
ら
一
年
に
百
人
余
り
を
数
え
る
ほ
ど
に
な

る
。
佳
木
斯
に
は
医
科
大
学
も
創
設
さ
れ
、
前
途
は
ま
す
ま
す

期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
三
日
、
大
動
員
が
始
ま
っ
た
。
当
時
、
私

た
ち
山
形
部
落
は
三
十
二
戸
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
安
部
二
男
、

船
山
源
三
、
迎
田
周
治
と
私
と
四
人
で
、
私
の
開
拓
団
全
体
四

十
数
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
が
根
こ
そ
ぎ
動
員
の
始

ま
り
で
、
私
は
岩
手
の
菊
地
喜
惣
吉
君
と
羽
陽
部
落
の
江
口
富

七
君
と
三
人
、
同
部
隊
に
入
隊
す
る
こ
と
に
な
り
四
日
に
出
発

し
た
。
入
隊
部
隊
は
安
東
の
部
隊
で
入
隊
し
た
翌
日
、
朝
鮮
大

邱
の
部
隊
へ
菊
地
、

江
口
君
の
三
人
と
も
一
緒
に
転
属
に
な
り
、

行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
戦
争
も
ま
す
ま
す
激
し
さ

を
増
し
、
六
月
に
は
沖
縄
も
陥
落
と
い
よ
い
よ
本
土
決
戦
と
の

う
わ
さ
も
耳
に
す
る
う
ち
、
八
月
九
日
に
は
ソ
連
軍
の
満
州
侵

入
と
の
こ
と
で
、
入
植
地
に
残
し
て
き
た
妻
子
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
一
日
も
早
く
満
州
に
救
出
に
と
思
っ
て
い
る
う
ち
、
十

五
日
の
終
戦
を
迎
え
敗
戦
と
聞
き
残
念
無
念
た
だ
茫
然
と
す
る

の
み
。
直
ち
に
部
隊
本
部
へ
行
き
事
情
を
話
し
、
一
日
も
早
く

召
集
解
除
を
申
し
出
た
の
で
あ
る
が
、
中
央
か
ら
指
示
が
出
な

い
の
で
許
可
が
で
き
な
い
と
の
こ
と
、
し
か
し
、
私
た
ち
の
よ

う
に
家
族
を
満
州
に
残
し
て
き
た
者
は
気
が
気
で
な
い
。
毎
日

の
よ
う
に
部
隊
本
部
の
方
へ
催
促
し
、
八
月
三
十
日
米
と
乾
パ

ン
三
食
分
、
襦
袢
、
袴
下
二
着
、
俸
給
二
十
円
ぐ
ら
い
を
支
給



さ
れ
部
隊
を
あ
と
に
し
大
邱
駅
に
向
か
う
。
大
邱
駅
で
駅
長
に

頼
み
、
満
州
に
家
族
を
残
し
て
入
隊
後
行
動
を
共
に
し
た
百
五

十
数
人
は
駅
長
の
計
ら
い
で
、
客
車
二
両
を
増
結
し
て
も
ら
い
、

全
員
乗
車
し
京
城
に
向
か
う
。

京
城
以
北
は
間
も
な
く
南
北
朝
鮮
の
ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
の
占

領
国
境
線
の
三
十
八
度
線
で
、
列
車
の
運
行
は
京
城
が
終
点
で

あ
る
。
下
車
し
て
直
ち
に
総
督
府
に
出
向
、
事
情
を
話
し
満
州

国
内
の
状
況
、
こ
と
に
北
満
の
入
植
地
付
近
に
つ
い
て
訪
ね
る
。

し
か
し
総
督
府
と
し
て
満
州
国
内
の
事
情
は
全
く
判
明
し
な
い

の
で
、
当
分
の
間
宿
舎
を
割
り
当
て
朝
夕
、
給
食
を
手
配
す
る

か
ら
曹
渓
国
民
学
校
に
寄
宿
し
、
し
ば
ら
く
状
況
を
み
て
は
と

の
こ
と
。
そ
れ
か
ら
数
日
、
江
口
、
菊
地
君
の
三
人
で
毎
日
京

城
駅
に
行
き
、
満
州
方
面
か
ら
京
城
に
く
る
人
の
話
を
と
思
い
、

出
掛
け
る
の
が
日
課
と
な
っ
た
。
と
言
う
の
も
そ
の
頃
、
京
城

駅
で
は
駅
の
待
合
室
の
周
囲
に
掲
示
板
を
特
設
、
満
州
や
北
鮮

方
面
か
ら
京
城
に
こ
ら
れ
た
人
の
伝
言
に
供
し
て
い
た
。
私
た

ち
も
毎
日
総
督
府
（
終
戦
後
総
督
府
は
世
話
部
と
名
稱
変
更
に

な
る
）
に
出
掛
け
る
の
で
あ
る
が
、
一
向
に
状
況
不
明
な
の
で
、

丸
腰
で
ソ
連
兵
の
境
界
線
を
突
破
す
る
こ
と
危
険
で
あ
り
、
ま

た
、
ソ
連
兵
で
も
女
、
子
供
を
皆
殺
し
は
し
な
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
一
応
郷
里
に
帰
っ
て
待
つ
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
す
れ

ば
居
住
地
ま
で
無
料
乗
車
券
を
発
給
す
る
と
の
こ
と
。
列
車
の

指
定
に
よ
り
一
応
郷
里
に
帰
る
こ
と
に
決
定
、
三
人
共
九
月
十

日
、
京
城
発
列
車
に
て
釜
山
港
に
向
か
い
夕
方
釜
山
着
。
一
泊

し
十
一
日
釜
山
港
を
出
発
。
夕
刻
、
山
口
県
仙
崎
港
に
上
陸
。

部
隊
を
出
て
か
ら
十
日
余
り
京
城
滞
在
中
は
朝
夕
の
給
食
に

あ
ず
か
っ
た
と
は
言
え
、
大
豆
と
米
半
々
の
卵
大
の
お
握
り
で

我
慢
し
て
、
よ
う
や
く
内
地
へ
の
第
一
歩
、
い
よ
い
よ
郷
里
近

し
の
感
。
早
速
旅
館
を
探
し
た
が
見
当
た
ら
ず
、
漁
師
の
家
に

一
泊
お
願
い
し
、
部
隊
を
出
る
と
き
配
給
を
受
け
た
米
一
升
ぐ

ら
い
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
半
量
ぐ
ら
い
一
人
で
出
し
炊
飯
を

お
願
い
し
た
。
漁
師
の
お
宅
で
は
大
変
御
親
切
に
自
家
用
に
取

っ
て
置
い
た
魚
を
煮
て
御
馳
走
に
な
り
、
お
い
し
く
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
今
で
も
思
い
出
し
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

明
く
る
十
三
日
は
山
陰
線
で
大
阪
に
出
て
、
大
阪
よ
り
青
森

行
き
の
列
車
で
帰
る
こ
と
に
し
、
漁
師
の
宅
に
礼
を
し
て
仙
崎

の
地
を
離
れ
大
阪
へ
と
向
か
う
。
大
阪
よ
り
予
定
通
り
の
列
車

羽
越
線
坂
町
駅
下
車
、
米
坂
線
に
て
米
沢
へ
、
米
沢
か
ら
か
み



の
や
ま
駅
下
車
、
温
泉
旅
館
へ
と
こ
こ
で
一
泊
す
る
こ
と
に
す

る
。
何
し
ろ
終
戦
直
後
の
こ
と
と
て
、
列
車
の
窓
ガ
ラ
ス
の
破

損
も
多
く
、
ま
た
山
陰
線
は
特
に
ト
ン
ネ
ル
も
多
く
、
顔
も
ま

っ
黒
に
な
り
、
旅
館
に
着
い
て
、
早
速
お
湯
に
入
り
体
を
洗
っ

て
持
参
し
て
い
る
襦
袢
、
袴
下
を
着
替
え
よ
う
と
思
っ
た
ら
、

旅
館
の
受
付
け
の
女
中
さ
ん
は
大
の
男
三
人
揃
っ
て
ま
っ
黒
な

顔
で
玄
関
に
立
っ
て
い
て
、
余
り
に
人
相
が
悪
い
の
で
驚
き
、

今
日
は
お
客
が
満
員
で
泊
め
る
こ
と
が
で
き
か
ね
る
と
門
前
払

い
を
す
る
始
末
。
話
し
た
事
情
は
、「
鬼
の
よ
う
で
も
心
や
さ

し
い
桜
の
花
よ
、
も
し
部
屋
が
な
け
れ
ば
、
貴
女
の
部
屋
で
も

よ
い
。
決
し
て
悪
い
こ
と
を
す
る
よ
う
な
男
で
な
い
」
と
言
っ

た
ら
女
中
さ
ん
は
「
主
人
に
聞
い
て
く
る
か
ら
」
と
奥
へ
引
っ

込
ん
で
行
っ
た
が
、
直
ぐ
引
き
返
し
て
き
て
「
ど
う
ぞ
」
と
言

う
。
早
速
上
が
っ
て
旅
装
を
解
き
、
仙
崎
の
宿
で
半
分
出
し
た

米
の
残
り
を
出
し
て
炊
飯
を
頼
み
、

乗
車
中
に
着
て
き
た襦
袢
、

袴
下
を
洗
い
、
部
隊
を
出
る
と
き
に
支
給
さ
れ
持
参
し
て
き
た

物
に
着
替
え
、
夕
食
を
と
り
、
日
本
酒
も
な
い
の
で
葡
萄
酒
に

て
乾
杯
し
床
に
つ
い
た
。

再
び
内
地
開
拓
へ
挑
ん
で

九
月
十
五
日
か
み
の
や
ま
温
泉
材
木
栄
屋
旅
館
に
て
朝
食
後
、

各
々
が
再
会
を
誓
い
菊
地
、
江
口
の
両
君
と
別
れ
を
つ
げ
、
帰

途
、
県
庁
に
立
ち
寄
り
帰
国
の
事
情
を
報
告
の
上
、
住
所
氏
名

を
記
載
し
、
の
ち
妻
の
生
家
に
一
泊
し
、
状
況
を
話
し
た
の
で

あ
る
。
だ
れ
も
が
同
様
と
思
う
が
、
妻
の
生
家
の
家
族
（
妻
の

母
）
の
胸
中
を
察
す
る
と
胸
が
痛
む
の
で
あ
っ
た
。
妻
の
家
に

一
泊
し
て
十
六
日
郷
里
の
生
家
に
着
い
て
も
満
州
に
残
さ
れ
た

妻
子
の
こ
と
で
自
分
と
し
て
も
心
配
で
な
ら
な
い
。
時
々
、
県

庁
に
出
向
き
事
情
を
聞
く
の
で
あ
る
が
、
一
向
に
満
州
の
状
況

は
つ
か
め
な
い
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
一
枚
の
葉
書
が
配

達
さ
れ
た
。
見
る
と
同
じ
開
拓
団
の
北
大
営
部
落
の
原
田
徳
隆

君
か
ら
で
あ
る
。
原
田
君
も
私
と
同
じ
日
に
召
集
令
状
を
手
に

し
、
奉
天
の
部
隊
に
入
隊
し
た
の
で
あ
る
が
、
聞
い
て
み
る
と

奉
天
の
部
隊
か
ら
間
も
な
く
朝
鮮
の
済
州
島
へ
転
属
と
な
り
、

そ
こ
で
終
戦
を
迎
え
除
隊
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
済
州
島
に
き

て
い
た
た
め
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
免
が
れ
た
も
の
の
、
満
州
に

残
さ
れ
た
妻
子
の
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
原
田
君
も
生
家
に
つ

く
と
、
す
ぐ
県
庁
に
出
向
き
事
情
報
告
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
私

の
氏
名
を
見
た
の
だ
と
言
う
。
そ
こ
で
早
速
、
会
っ
て
話
を
し



た
い
か
ら
至
急
出
掛
け
て
き
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
、
住
所
は
山

形
市
鉄
鉋
町
原
田
與
衛
門
宅
と
略
図
ま
で
書
き
こ
ん
で
あ
る
。

早
速
、
私
も
翌
日
朝
八
時
ご
ろ
の
上
り
の
列
車
で
原
田
與
衛
門

宅
を
訪
れ
、
原
田
君
と
会
い
家
族
を
交
え
一
日
中
、
満
州
に
残

し
た
妻
子
の
こ
と
や
、
今
後
、
我
々
の
進
む
道
な
ど
を
話
し
、

そ
の
晩
は
原
田
君
の
生
家
に
お
世
話
に
な
り
、
翌
日
、
近
い
う

ち
に
ま
た
会
っ
て
今
後
の
こ
と
を
約
束
し
て
別
れ
を
告
げ
た
。

そ
の
後
、
時
々
県
庁
に
出
向
き
、
満
州
の
状
況
を
聞
く
と
と

も
に
、
い
ろ
い
ろ
相
談
し
た
が
、
県
と
し
て
も
今
後
、
海
外
か

ら
続
々
と
引
き
揚
げ
て
く
る
で
あ
ろ
う
人
々
の
受
け
入
れ
計
画

で
大
わ
ら
わ
で
あ
っ
た
。
県
で
は
、「
弥
栄
開
拓
の
引
揚
者
は

経
験
技
術
と
も
第
一
人
者
で
あ
る
か
ら
、
今
後
、
県
内
開
拓
の

中
心
に
な
っ
て
や
っ
て
く
れ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
こ

う
し
て
い
る
う
ち
に
、
昭
和
二
十
年
も
過
ぎ
、
二
十
一
年
を
迎

え
た
の
で
あ
る
が
、
な
ん
と
し
て
も
満
州
の
こ
と
が
気
に
か
か

っ
た
。
私
の
場
合
は
現
地
に
残
し
た
家
族
は
、
妻
三
十
三
歳
と

八
歳
、
六
歳
、
五
歳
、
二
歳
の
子
供
の
五
人
で
あ
っ
た
。
う
ち

何
人
が
生
き
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
な
が
ら
、

帰
っ
て
き
て
か
ら
で
は
遅
い
。
何
か
今
の
う
ち
に
こ
れ
か
ら
や

る
こ
と
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
、
原
田
君
と
相
談
の
上
、
県

と
も
話
し
合
い
県
内
開
拓
地
に
入
植
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

県
内
入
植
予
定
地
を
二
人
で
踏
査
す
る
こ
と
に
し
、
方
々
の

予
定
地
の
土
地
を
見
た
が
、
な
か
な
か
我
々
に
適
当
な
土
地
が

見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
で
最
後
に
私
の
生
家
に
一
泊
し
て
山
形

に
帰
る
こ
と
に
し
た
。
私
も
原
田
君
を
真
室
川
の
駅
ま
で
見
送

る
こ
と
に
し
、
そ
の
途
中
の
秋
山
の
学
童
ス
キ
ー
場
周
辺
の
国

有
地
が
、
駅
か
ら
一
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
所
で
便
利
も
悪
く
は
な
い

し
、
二
十
町
歩
ぐ
ら
い
解
放
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
一
人
三
町
ず

つ
六
人
ぐ
ら
い
入
植
で
き
る
と
思
い
、
そ
の
交
渉
を
私
が
一
任

さ
れ
た
。
私
は
直
ち
に
国
有
地
の
所
管
で
あ
る
真
室
川
営
林
署

を
訪
れ
署
長
に
面
談
。
事
情
を
申
し
上
げ
理
解
を
得
た
も
の
の
、

私
た
ち
の
希
望
す
る
地
区
は
地
元
部
落
に
採
草
地
と
し
て
貸
付

地
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
部
落
の
承
諾
書
が
必
要
に
な
る
。

こ
れ
が
ま
た
大
変
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
当
時
、

農
村
は
購
入
肥
料
は
入
手
困
難
の
状
態
に
あ
り
、
農
家
は
採
草

地
の
草
で
堆
肥
を
作
り
、
そ
れ
に
よ
り
田
畑
を
耕
作
し
て
い
た

の
で
あ
る
か
ら
、
承
諾
書
を
得
る
こ
と
の
困
難
な
こ
と
は
、
署

長
自
身
も
十
分
分
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
署
長
の
提



案
が
出
た
の
で
あ
る
。
そ
の
提
案
は
、「
営
林
署
の
苗
畑
が
あ

る
が
、
飛
行
場
設
置
の
た
め
縮
小
と
な
る
。
一
方
、
山
林
は
戦

時
の
木
材
不
足
の
た
め
乱
伐
と
な
り
、
植
林
も
労
働
力
不
足
の

た
め
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
直
ち
に
植
林

急
務
と
な
り
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
苗
畑
縮
小
復
帰
と
三
十
町

歩
の
拡
大
を
決
定
し
て
あ
る
が
、
そ
の
開
墾
要
員
と
し
て
働
い

て
見
た
ら
ど
う
か
」
と
の
こ
と
、
そ
こ
で
翌
日
、
早
速
山
形
の

原
田
君
と
会
い
、
い
ろ
い
ろ
相
談
の
上
、
開
墾
要
員
と
し
て
働

い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

満
州
に
残
さ
れ
た
家
族
を
待
ち
つ
つ
春
も
過
ぎ
、
八
月
に
も

な
っ
た
が
、
満
州
の
状
況
は
い
ぜ
ん
判
明
し
な
い
。
と
こ
ろ
が

突
然
、
八
月
二
十
七
日
に
子
供
た
ち
が
新
庄
に
着
き
、
鉄
砲
町

の
三
原
様
宅
ま
で
迎
え
に
く
る
よ
う
に
と
の
こ
と
、
早
速
三
原

様
宅
に
行
っ
て
十
三
カ
月
ぶ
り
の
対
面
で
あ
っ
た
。
子
供
た
ち

は
や
せ
こ
け
て
は
い
る
が
四
人
と
も
何
ん
と
か
生
き
て
帰
っ
た

の
で
あ
る
。
連
れ
て
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
の
は
三
原
順
さ
ん
で

あ
っ
た
。

三
原
順
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
私
た
ち
が
召
集
を
受
け
て
か

ら
続
々
と
召
集
が
き
て
、
男
の
人
は
部
落
に
二
人
し
か
残
ら
な

く
な
り
、
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
八
月
十
二
日
本
部
か
ら
の

通
達
あ
り
、「
身
の
回
り
の
物
を
持
っ
て
、
直
ち
に
八
虎
力
駅

（
八
虎
力
駅
は
弥
栄
駅
の
次
の
駅
で
、
羽
陽
、
山
形
部
落
に
近

い
駅
）
に
集
合
」
と
の
こ
と
。
み
ん
な
急
い
で
準
備
し
、
使
用

し
て
い
た
馬
夫
に
送
ら
れ
駅
に
集
合
。
そ
し
て
乗
車
。
佳
木
斯
、

綏
化
、
ハ
ル
ビ
ン
、
新
京
に
て
越
冬
し
、
七
月
に
は
錦
県
に
と

南
下
し
、
帰
国
に
一
歩
一
歩
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
こ
ろ
妻
ム
ラ
は
疲
労
と
栄
養
失
調
の
た
め
、
列
車

が
錦
州
駅
に
つ
く
と
直
ぐ
錦
県
の
収
容
所
に
運
ば
れ
、
ま
も
な

く
七
月
二
十
七
日
死
亡
し
た
よ
う
で
あ
る
。
子
供
た
ち
は
そ
の

後
は
一
緒
に
行
動
し
て
き
た
弥
栄
の
方
々
、
こ
と
に
山
形
部
落

の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
無
事
、
八
月
十
七
日
新
庄
に
着
い

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
十
一
月
に
入
っ
て
大
連
越
冬
組
の

北
大
営
部
落
の
家
族
も
山
形
に
着
い
た
の
で
あ
る
が
、
原
田
徳

隆
君
の
妻
も
山
形
に
着
い
て
間
も
な
く
、
十
日
目
に
疲
労
と
栄

養
失
調
の
た
め
、
三
人
の
子
供
を
残
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
。
こ

う
し
た
こ
と
は
原
田
君
だ
け
で
は
な
い
。
私
や
原
田
君
は
南
朝

鮮
区
内
に
配
属
さ
れ
帰
国
で
き
、
所
在
が
明
確
に
で
き
た
だ
け

で
も
良
い
ほ
う
で
、
北
朝
鮮
、
満
州
地
区
内
に
い
る
人
た
ち
は



ど
ん
な
困
難
に
突
き
当
た
っ
て
い
た
か
は
判
断
で
き
る
。
満
州

内
で
も
弥
栄
は
北
満
と
は
い
え
、
交
通
の
便
も
良
く
、
ま
た
役

場
の
通
達
（
指
示
）
に
速
や
か
に
対
応
し
行
動
し
た
こ
と
に
よ

り
、
犠
牲
者
を
最
小
限
度
に
く
い
と
め
て
く
れ
た
こ
と
に
は
、

工
藤
村
長
を
は
じ
め
、
そ
の
時
の
係
の
方
々
に
深
く
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

こ
う
し
た
境
遇
は
、
私
た
ち
弥
栄
村
は
恵
ま
れ
た
方
で
奥
地

に
入
植
し
た
方
々
を
思
う
と
き
、
筆
舌
で
は
表
す
こ
と
の
で
き

な
い
思
い
が
し
て
胸
に
せ
ま
る
。
し
か
し
、
何
が
何
ん
で
も
現

実
の
問
題
と
し
て
、
生
き
て
帰
り
つ
い
た
子
供
（
家
族
）
を
考

え
て
自
分
で
選
ん
だ
道
を
一
歩
一
歩
前
進
す
る
の
み
と
、
そ
れ

は
私
た
ち
引
揚
者
の
共
通
の
心
境
で
あ
っ
た
。
今
、
考
え
る
と

一
日
一
人
二
合
余
り
の
配
給
で
山
野
草
を
採
り
、
配
給
米
に
糧

と
し
て
入
れ
、
そ
れ
を
食
べ
て
の
開
墾
を
よ
く
や
っ
た
と
思
い

出
す
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
て
私
た
ち
引
揚
者
四
人
で
三
年
か
け
て
、
営
林
署
長

と
の
約
束
の
約
三
十
町
歩
の
土
地
ほ
ぼ
完
成
し
、
十
町
歩
は
営

林
署
の
苗
畑
復
帰
、

あ
と
の
二
十
町
歩
を
私
た
ち
に
所
属
替
え
、

こ
う
し
て
私
た
ち
は
最
寄
り
の
開
拓
組
合
に
編
入
、
数
年
間
畑

作
経
営
に
専
念
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
泉
田
川
上
流
に
ダ
ム
が

完
成
、
私
た
ち
開
拓
地
も
開
田
計
画
地
域
内
に
入
り
、
各
人
三

―
四
町
歩
を
開
田
し
、
一
歩
前
進
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
畑
作

で
も
共
通
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
、
最
初

に
雄
の
和
牛
一
頭
を
買
い
入
れ
、
畑
の
耕
転
に
使
用
す
る
と
共

に
堆
肥
を
つ
く
り
、
畑
、
田
ん
ぼ
に
還
元
し
つ
つ
畑
作
を
続
け
、

昭
和
三
十
一
年
に
乳
牛
一
頭
を
入
れ
徐
々
に
殖
し
た
。
現
在
で

は
牛
、
育
成
牛
合
わ
せ
て
六
十
数
頭
、
搾
乳
量
日
産
八
百
キ
ロ

を
生
産
、
水
田
五
町
五
反
、
飼
料
畑
四
町
五
反
（
内
借
入
地
水

田
一
町
五
反
、
畑
一
町
五
反
）
を
耕
作
し
て
お
り
ま
す
が
、
引

揚
げ
当
時
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
豊
か
な
時
代
を
迎
え
ま
し

た
。
農
産
物
は
海
外
か
ら
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
農
村
の

若
い
世
代
も
他
産
業
よ
り
「
労
し
て
功
な
し
」
と
み
る
の
か
、

後
継
者
ば
な
れ
を
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
五
十
年
前
の

引
揚
げ
避
難
当
時
の
食
糧
に
事
欠
い
た
こ
ろ
を
思
い
出
し
、
食

物
を
作
る
こ
と
は
大
切
だ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

引
き
揚
げ
途
中
、
病
気
で
弱
っ
た
子
供
に
「
お
母
さ
ん
、
白

い
御
飯
を
食
べ
た
い
」
と
言
わ
れ
て
も
あ
げ
ら
れ
ず
、
次
の
朝

に
な
っ
た
ら
死
ん
で
い
た
と
。
帰
っ
て
き
た
人
に
聞
き
ま
し
た
。



人
間
と
し
て
こ
れ
以
上
哀
れ
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
満
州
第
一
次
開
拓
団
員
と
し
て
、
参
加
開
拓
十
数
年

の
短
い
年
月
で
は
あ
る
が
、
国
策
移
民
と
し
て
送
り
出
さ
れ
渡

満
後
は
、
出
発
時
の
永
井
拓
務
大
臣
の
訓
辞
を
旨
と
し
、
五
族

協
和
の
満
州
国
家
発
展
と
日
本
の
国
策
達
成
の
た
め
、
原
住
民

と
友
和
を
図
り
助
け
ら
れ
た
り
助
け
た
り
、
教
え
ら
れ
た
り
教

え
た
り
大
陸
農
法
を
体
験
し
つ
つ
、
最
初
の
四
年
間
ぐ
ら
い
は

環
境
も
異
な
り
、
匪
賊
の
出
没
も
あ
り
中
に
は
匪
弾
に
倒
れ
、

あ
る
い
は
病
に
襲
わ
れ
、
入
植
時
に
は
五
百
人
の
団
員
も
三
十

数
人
に
減
少
す
る
と
い
う
、
い
ろ
い
ろ
困
難
な
時
期
も
何
と
か

き
り
抜
け
、
昭
和
十
年
ご
ろ
に
は
個
人
家
族
（
満
州
式
）
も
一

応
完
成
、
内
地
か
ら
の
家
族
召
致
い
わ
ゆ
る
大
陸
の
花
嫁
を
迎

え
る
安
定
期
に
入
り
、
匪
賊
の
出
没
も
な
く
な
り
安
心
し
て
、

各
々
の
任
務
に
は
げ
む
こ
と
が
で
き
た
。
畑
地
や
水
田
の
開
墾

も
順
調
に
進
み
、
農
作
物
も
大
小
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
コ
ウ

リ
ャ
ン
、
粟
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
蔬
菜
類
も
内
地
の
東
北
地
方
で

で
き
る
も
の
は
良
く
収
穫
で
き
た
。
ま
た
冬
期
間
土
が
二
メ
ー

ト
ル
も
凍
る
た
め
か
農
作
物
の
病
虫
害
も
少
な
く
、
ト
マ
ト
の

よ
う
な
野
菜
も
一
度
も
消
毒
な
し
に
二
段
ぐ
ら
い
一
度
に
真
っ

赤
に
熟
れ
る
の
に
驚
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
気
候
の
方

も
九
月
上
旬
に
初
霜
を
見
、

無
霜
期
間
は
百
十
日
前
後
で
あ
る
。

七
、
八
月
に
は
気
温
も
あ
が
り
雨
期
に
は
い
る
の
で
あ
る
が
、

農
作
物
に
被
害
や
農
作
業
に
影
響
を
あ
た
え
る
ほ
ど
は
降
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
内
地
と
異
な
っ
て
未
墾
の
草
原
地

帯
も
多
く
、
将
来
の
経
営
に
希
望
を
も
っ
て
進
む
こ
と
が
で
き

た
。ま

た
、
私
た
ち
の
任
務
は
農
業
開
拓
移
民
と
し
て
の
入
植
で

満
州
の
現
住
民
と
共
同
生
活
に
ち
か
い
生
活
で
、
自
分
は
も
ち

ろ
ん
、
子
孫
も
満
州
国
に
骨
を
埋
め
る
つ
も
り
で
生
活
し
て
い

た
の
で
、
現
住
民
と
の
問
題
も
な
く
、
た
と
え
ば
小
学
校
の
低

学
年
二
、
三
年
生
が
三
四
人
で
三
キ
ロ
内
外
の
道
の
り
を
小
学

校
、
又
は
分
校
ま
で
通
学
し
て
い
た
が
、
一
度
も
事
故
や
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
た
話
も
な
く
、
わ
ず
か
数
年
で
平
穏
な
時
代
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
組
合
直
営
の
農
産
加
工
で
の
味

■
、
■
油
、
搾
油
な
ど
も
順
調
に
進
み
、
家
畜
も
農
耕
用
の
牛

馬
を
は
じ
め
乳
牛
、
緬
羊
、
山
羊
、
豚
、
鶏
、
蜜
蜂
な
ど
を
取

り
入
れ
、
中
に
は
杜
氏
の
経
験
者
も
あ
り
日
本
酒
を
、
ま
た
近

く
の
山
に
は
た
く
さ
ん
の
山
葡
萄
も
生
育
し
て
い
る
の
で
葡
萄



酒
を
造
り
、
一
方
、
種
畜
場
で
は
場
長
の
指
導
で
「
弥
栄
醍

醐
」
と
称
す
る
カ
ル
ピ
ス
な
ど
も
生
産
し
、
中
に
は
佳
木
斯
の

部
隊
へ
軍
納
の
ほ
か
、
市
販
で
き
る
ほ
ど
に
な
り
、
あ
と
は
子

供
た
ち
の
成
長
を
待
っ
て
理
想
的
経
営
に
夢
と
希
望
に
向
か
っ

て
進
ん
で
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
五
年
に
は
、
引
き
揚
げ
て
か
ら
三
十
五
年
ぶ
り
に

慰
霊
の
旅
に
出
掛
け
、
入
植
地
に
て
ひ
そ
か
に
慰
霊
祭
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

戦
前
戦
後
、
自
か
ら
選
び
与
え
ら
れ
た
開
拓
農
耕
一
筋
六
十

余
年
、
良
き
先
生
方
と
よ
き
拓
友
そ
れ
に
健
康
に
恵
ま
れ
、
八

十
六
歳
の
今
日
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
今
日
の
豊
か
な
時

代
を
み
る
こ
と
な
く
こ
の
世
を
去
っ
た
妻
の
ム
ラ
、
拓
友
の
皆

さ
ん
の
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

【
執
筆
者
の
横
顔
】

佐
藤
末
児
氏
は
、
明
治
四
十
二
年
四
月
に
山
形
県
真
室
川
町

生
ま
れ
で
あ
る
。
小
学
校
も
高
等
科
も
成
績
抜
群
で
卒
業
し
て

生
家
で
農
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
加
藤
寛
治
大
高
根
農
業
講
習

所
長
を
信
奉
し
て
い
た
。
こ
の
当
時
か
ら
佐
藤
氏
は
大
陸
満
州

開
拓
の
有
志
勃
勃
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
年
、
近
衛
歩
兵
連
隊
に
入
営
し
翌
六
年
除
隊
、
七
年

十
月
三
日
　
満
州
へ
拓
務
省
第
一
次
試
験
移
民
団
に
参
加
し
、

四
二
三
人
と
共
に
出
発
。

一
同
、
明
治
神
宮
で
お
祓
い
を
う
け
、
陸
軍
省
、
在
郷
軍
人

会
か
ら
激
励
を
う
け
る
。
宮
城
前
で
遥
拝
し
、
永
井
拓
務
大
臣

か
ら
訓
示
を
う
け
た
。
東
京
駅
か
ら
送
る
者
、
送
ら
れ
る
者
異

常
な
感
激
、
伊
勢
神
宮
で
斎
戒
し
参
拝
、
神
戸
の
移
民
収
容
所

講
堂
で
橋
本
伝
左
エ
門
教
授
か
ら
訓
話
を
う
け
た
。
神
戸
港
か

ら
乗
船
し
大
連
に
上
陸
。
新
京
、
ハ
ル
ビ
ン
経
由
で
佳
木
斯
移

民
団
本
部
に
入
っ
た
。

入
植
以
来
一
年
余
り
の
共
同
生
活
か
ら
小
隊
に
分
散
し
、
更

に
一
棟
四
家
族
入
居
の
住
宅
建
設
を
進
め
、
昭
和
十
年
に
は
花

嫁
と
家
族
召
致
と
な
っ
た
。

十
八
年
、
北
海
道
か
ら
営
農
指
導
員
を
招
き
、
プ
ラ
ウ
農
法

を
導
入
し
て
実
質
を
あ
げ
、
昭
和
十
八
年
に
は
、
た
っ
た
一
人

の
佐
藤
末
児
氏
だ
っ
た
の
に
、
妻
と
八
歳
、
六
歳
、
五
歳
、
二

歳
の
子
供
四
人
で
六
人
の
家
族
と
な
っ
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
三
日
大
動
員
が
き
て
、
佐
藤
氏
は
同
部
落



の
菊
地
氏
と
江
口
氏
の
三
人
は
朝
鮮
の
大
邱
の
部
隊
に
入
隊
し

た
。翌

、
八
月
九
日
に
ソ
連
の
満
州
攻
略
十
五
日
敗
戦
を
聞
く
。

大
邱
か
ら
京
城
に
下
車
し
て
総
督
府
に
出
向
い
て
事
情
を
話
し
、

満
州
に
い
る
家
族
探
し
の
た
め
満
州
行
き
を
決
意
し
た
が
、
三

十
八
度
線
越
境
を
ソ
連
軍
の
許
可
を
と
る
の
は
至
難
の
業
で
あ

り
、
こ
れ
を
あ
き
ら
め
て
山
形
へ
帰
っ
て
家
族
を
待
つ
こ
と
に

決
め
る
。

い
か
に
軍
隊
の
命
と
は
言
え
、
男
一
人
引
き
揚
げ
て
家
族
を

外
地
に
お
き
放
ち
て
の
在
郷
は
、
何
と
む
な
し
く
胸
の
痛
む
思

い
で
あ
っ
た
こ
と
か
。

昭
和
二
十
一
年
八
月
二
十
七
日
、
待
っ
て
い
た
子
供
た
ち
が

四
人
と
も
や
せ
こ
け
、
そ
れ
で
も
何
と
か
生
き
て
帰
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
話
に
よ
る
と
妻
の
ム
ラ
さ
ん
は
開
拓
部
落
か
ら
、

弥
栄
駅
、
佳
木
斯
、
綏
化
、
ハ
ル
ビ
ン
、
新
京
で
越
冬
し
、
翌

二
十
一
年
錦
県
へ
と
南
下
、
帰
国
に
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
い
た

の
に
疲
労
困
憊
と
栄
養
失
調
の
た
め
、
つ
い
に
七
月
二
十
七
日

死
亡
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
子
供
た
ち
だ
け
が
原
田
さ
ん
た

ち
山
形
部
落
の
お
世
話
で
八
月
二
十
七
日
新
庄
に
着
い
た
の
で

あ
る
。

四
人
の
子
供
を
生
か
そ
う
と
し
て
病
身
で
あ
り
な
が
ら
尊
い

犠
牲
に
な
っ
た
妻
、
ム
ラ
さ
ん
に
対
し
て
佐
藤
末
児
氏
は
切
歯

扼
腕
し
て
妻
よ
、
ム
ラ
よ
、
見
て
く
れ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、

引
き
揚
げ
後
、
故
郷
に
も
ど
り
、
現
在
、
飼
料
畑
四
町
五
反
、

成
牛
、
育
牛
合
わ
せ
て
六
十
数
頭
、
搾
乳
量
、
日
産
八
百
キ
ロ

生
産
、
水
田
五
町
五
反
、
畑
一
町
五
反
を
耕
作
し
て
い
る
事
実

を
、
亡
き
妻
に
涙
を
流
し
て
報
告
す
る
佐
藤
翁
で
あ
る
。

（(

社)

引
揚
者
団
体
全
国
連
合
会

副
理
事
長
　
結
城
吉
之
助
）

わ
た
し
の
歩
ん
だ
道
　 栃

木
県
　
越
井
静
子
　 

思
い
起
こ
せ
ば
、
昭
和
八
年
五
月
ご
ろ
の
あ
る
日
、
地
元
の

小
学
校
の
校
長
先
生
に
呼
ば
れ
ま
し
た
。
先
生
の
お
宅
に
お
伺

い
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、「
家
内
と
二
人
で
高
田
さ
ん
（
旧

姓
）
の
希
望
を
聞
い
て
、
良
き
御
縁
に
向
け
て
お
仲
人
し
た




